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治療当日午前 9時より 24 時間心電図の装着後に大腸ポリペクトミーを施行し, 血圧・血中二酸化
炭素分圧の測定と、心電図より心拍数・心拍変動解析を行い自律神経活動の評価を行った。 
さらに治療中、直後、１時間後、4時間後の腹痛・腹部膨満感を VAS にて評価した。 
心拍変動とは Ｒ－Ｒ間隔のゆらぎであり自律神経にて制御されており、副交感神経の活動は心
拍数の減少・心拍変動を増加させる。心拍変動は HF (Hi Frequency：高周波成分 0.15～0.45Hz)  




交感神経活動の指標である HF amplitude を比較する。副次的評価項目として両群間の苦痛度の比
較、血圧・血中炭酸ガス分圧により安全性の比較を行う。 
統計学的算出により、少なくとも各グループ63名必要となりわれわれは各グループ85名のサンプ








また 65 歳以上（94 例）、65 歳未満（69 例）の 2 層に分けたサブ解析を行い、腹痛・腹部膨満感
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